
　新年明けましておめでとうございます。
　今年は松江赤十字病院創立90周年にあたります。当院は昭和11年（1936年）４月に県立松
江病院の施設を引き継いで、日本赤十字社島根県支部病院として発足しました。戦前、戦中は救
護看護婦養成所を併設し、戦時救護や傷病者の受け入れも行っておりました。戦後の医療事情や
衛生状況が劣悪であった頃、第２代武藤院長をはじめとする医療班が隠岐その他の離島はもとよ
り、島根県西部の山間地にいたるまで県内隈なく巡回診療に出かけ、市内へは衛生指導、保健指
導に出かけたと記録にあります。その後総合病院として発展し、今に到っておりますが、その道
程は決して楽なものではなく、先人方の血と汗の滲むような努力と、地域の方々の多大なご支援
のおかげです。
　一方、日本赤十字社は前身の博愛社が西南戦争のさなかの明治10年（1977年）に救護団体
として設立され、来年で150周年を迎えます。西南戦争で日本の内戦は終結しますが、その後
は災害救護や戦時救護に携わりました。戦後も国内外の多くの救護活動に出かけております。
　松江赤十字病院の役割は基幹病院として、地域の皆様の命と健康を守ることが第一義ですが、
赤十字の病院として災害医療にも備えておかねばなりません。
　松江赤十字病院が今年90周年を迎えるにあたり、松江赤十字
病院としてのあり方をもう一度考える時期に来ています。職員に
も赤十字のことを考えてもらう機会を作っていきたいと考えてお
ります。
　今年も皆様にとって幸多き年になりますよう祈念申し上げます。

ご紹介ありがとうございました。
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新年のご挨拶
院長　大 居  慎 治

　11 月 12 日・13 日に第 70 回地域医療勉
強会をおこないました。今回は『感染症対策
の基本～冬の感染症に備えて～』と題し、感
染管理特定認定看護師の小川真理係長が講義
をされました。講義の前に、突如５年前に感
染拡大した新型コロナウイルス感染症の患者
さんを救急外来で対応をされたご経験から、
感染管理の資格取得に繋がったと自己紹介を
されました。講義では、インフルエンザ・新
型コロナウイルス感染症・ノロウイルスにつ
いて症状や特徴などを話されました。高齢者
が感染した場合には重篤化しやすく、典型的
な症状に当てはまらないことが多い、そのこ
とを踏まえて高齢の利用者さんの普段の状態
を知り、普段通りの対応でよいかどうか立ち

止まって考えてもらいたいと話されました。
｢いつもと様子が違う｣という気づきから早期
に対応（受診等）することで、感染拡大と重
症化を抑制することができると参加者にメッ
セージを送られました。
　アンケート結果では「正しい感染症対策を
再認識できてよかった」「すぐに実践できそう
な内容が多く、事業所内で共有し感染症対策
に取り組んでいきたい」という感想が聞かれ
ました。併せて、「高齢の利用者さんを守るに
は自分自身も感染症から守らないといけない
と思った」という声も聞かれました。次回２
月は当院の会場の都合により開催は見送りま
すのでご了承いただきますようお願いいたし
ます。令和８年度の日程・テーマについては
後日ホームページでご案内する予定です。

地域医療勉強会第70回 
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病診連携に関わるアンケート結果
年代
20歳代
30歳代
40歳代
50歳代
60歳代
70歳代以上

0
0
5
13
12
5

所在地
橋北
橋南
松江市外

15
16
4

診療科
内科系
外科系
歯科

23
10
2

当院を紹介される理由
　　　　　　　項　　目

松江赤十字病院の医療内容を
信頼している

患者・家族の希望

患者のお住まいとの距離

面識のある医師・スタッフがいる

信頼できる医師・スタッフがいる

紹介するに適した診療科がある

他に紹介する医療機関がない

医療設備が充実している

受診日までの待機日数が短い

　　　回　　答
はい
いいえ
どちらともいえない
不明
はい
いいえ
どちらともいえない
不明
はい
いいえ
どちらともいえない
不明
はい
いいえ
どちらともいえない
不明
はい
いいえ
どちらともいえない
不明
はい
いいえ
どちらともいえない
不明
はい
いいえ
どちらともいえない
不明
はい
いいえ
どちらともいえない
不明
はい
いいえ
どちらともいえない
不明

松江市外橋北
14
0
1
0
15
0
0
0
13
0
1
0
14
0
1
0
15
0
0
0
15
0
0
0
2
9
4
0
14
0
1
0
10
2
2
0

橋南
16
0
0
0
15
0
1
0
10
2
4
0
16
0
0
0
15
0
1
0
16
0
0
0
1
13
1
0
16
0
0
0
9
1
5
0

4
0
0
0
2
0
2
0
2
1
1
0
3
0
1
0
4
0
0
0
3
0
1
0
0
3
1
0
4
0
0
0
3
0
1
0

報告書・返事について
　　　　　　　項　　目

「受診のお知らせ」の返事は適切な
期間で届いていますか

「経過報告書」「診療情報提供書」の
返信は適切な期間で届いていますか

　　　回　　答
届いている
だいたい届いている
普通
あまり届いていない
全く届いていない
不明
届いている
だいたい届いている
普通
あまり届いていない
全く届いていない
不明

橋北
12
3
0
0
0
0
9
3
0
1
2
0

橋南
9
6
1
0
0
0
7
9
0
0
0
0

3
0
1
0
0
0
3
0
1
0
0
0

松江市外

共同利用について
　　　　　　　項　　目

手術室を利用していますか

高額医療機器を利用していますか

病床を利用したいですか

　　　回　　答
利用している
たまに利用している
利用していない
不明
利用している
たまに利用している
利用していない
不明
利用したい
使えるのであれば利用したい
どちらでもない
あまり利用したくない
利用したくない

橋北
0
0
15
0
4
0
10
1
0
0
8
0
7

橋南
0
0
16
0
0
5
11
0
0
0
6
0
10

0
0
4
0
0
0
4
0
0
0
2
0
2

松江市外

救急外来の対応について
　　　　　　　項　　目

救急外来受診の対応について
満足していますか

緊急入院の対応について
満足していますか

　　　回　　答
満足
やや満足
普通
あまり満足でない
全く満足でない
不明
満足
やや満足
普通
あまり満足でない
全く満足でない
不明

橋北
9
4
1
0
0
1
9
2
2
0
1
1

橋南
9
6
1
0
0
0
10
5
1
0
0
0

3
0
0
0
0
1
2
0
1
0
0
1

松江市外

アンケート自由記載意見
・CＴやMRIのみの紹介は、手続きが面倒で躊躇してしまいます。
予め当院で詳しい問診を求められるのが辛い。

・滅多にありませんが、入院期間や手術日が不明、退院処方がいつ
まであるのかわからない、当院に戻らず別の施設に行った事が分
からない様な退院報告は避けて頂きたいです。転科後の足取りが
追えないのも、どなたに尋ねれば良いのか分からず困る。

・高齢の特養の入所者を時間外に送っても受けて下さるので、申し
訳ない気持ちでいっぱいです。なるべくそういう例は避けるよう
にしてはいますが。不穏などでご迷惑をお掛けしていないかとて
も気にしています。

・地域連携交流会では、なるべく同じ診療科か、関連する科の先生
と同席したいです。

・これからもよろしくお願いします。特に末期癌の方をお送りいた
だく場合、独居の高齢者をお送りいただく場合など、事前に打ち
合わせをしなくてはならないものについては、相談員さんとの密
な連絡が不可欠です。これからも頑張りましょう。

・いつも、緊急でご相談することが多く、その都度適切にご対応い
ただき、感謝しています。

・オンラインで研究会に参加出来ると、ありがたいです。

当院との連携について

普通
やや満足
満足

普通, 3件, 8%

満足, 30件, 86%

やや満足, 2件, 6%

30
2
3
0
0
0

満足
やや満足
普通
あまり満足でない
全く満足でない
不明

研修会の開催について
　　　　　　　項　　目

松江赤十字病院で開催している
研修会に参加していますか

どのような研修会を希望されますか
（複数回答あり）

　　　回　　答
参加している
だいたい参加している
たまに参加している
あまり参加していない
参加していない
不明
最近の治療動向
症例検討
一般的疾患の講義
その他

橋北
2
0
5
4
4
0
9
8
7
1

橋南
0
0
5
8
3
0
11
7
5
1

0
0
2
2
0
0
2
2
1
0

松江市外

松江赤十字病院における

　2025 年 10 月 25 日、第 19 回地域医療
従事者スキルアップセミナーにおいて「現在
の当院救急外来の現状～ドクターカー事業に
ついて～」の講演をさせていただきました。
　本年７月から稼働した当院ドクターカーの
取り組みに加え、日頃地域の先生方や施設の
皆さまと関わりが多い部門ながら内部を見て
いただくことのない当科のご紹介をさせてい
ただきました。
　ドクターカーについては、導入までの経緯
をまじえ、導入後の搬送実績や要請症例の傾
向などについて触れさせていただきました。
皆様に少しでもドクターカーへの親しみを
持っていただきたく、システムの内容に加え、
車体レイアウトが完成するまでの経緯や活動
開始前の院内への周知に関する取り組みにつ
いてもお話させていただきました。まだまだ
事業導入から日が浅く至らないところもある

かと思いますが、今後も地域医療の一助とな
れる取り組みとして、継続・発展できるよう
進めてまいります。
　また当科については、日頃の診療におきま
して、たくさんの貴重な症例をご紹介いただ
き感謝申し上げます。多くの参加していただ
いた皆様に当科の雰囲気や診療の流れなどを
お伝えさせていただきました。日頃、診療連
携において、ご迷惑をおかけしている点も少
なからずあると感じております。今後もこの
ようなセミナーなどの機会も通じて、地域の
先生方と顔の見える関係を構築し、よりス
ムーズな診療連携につなげていけたらと思っ
ております。
　今後とも当科ならびにドクターカー事業へ
のご指導、ご鞭撻のほどよろしくお願い申し
上げます。

第19回 地域医療従事者

スキルアップ
セミナー 救急部　医師　秦 　 昌 子
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